
「坂戸峡」池田豊（中川村坂戸橋）

長野県は日本列島のほぼ中央に位置し、「日本の屋根」とも呼ばれ、全国的に最も清涼な水の得

られる最上流の県のひとつとして知名度が高く、豊かな水環境を有しています。長野県を源とする

天竜川、木曽川、千曲川、犀川、富士川、姫川などのわが国でも有数の大河川の流域には、四季

折々に姿を変える風景や河川、自然と水田の織り成す美しい水辺の風景が広がります。

当会天竜川ゆめ会議が、自分たちの行動目標として掲げているバイブル『天竜川みらい計画』の

みらい方針の「環境」の項目には、“豊かな自然を大切にし、伊那谷の特性を生かした景観を創出

する天竜川”として「景観」の目標をまとめました。２つのアルプスに挟まれた伊那谷を流れ下る

天竜川のあるべき「景観」として、アルプスや渓谷の美しさを大切にした景観の創出、四季おりお

りの自然に誘われ誰でも行きたくなるような川、自然回復力による景観の再生を挙げました。白い

荒れ河原の風景を『天竜川の原風景』として再生しようと毎年実施している「天竜川流域侵略植物

駆除大作戦“冬の陣”」もすでに９回を数えます。

当シンポジウムでは、景観・川づくりで先進的な研究者を招き、天竜川などをモデルとして、地

域特性や社会特性を生かした景観づくりの着目点や留意点を拾い出し、住民と行政が協働で取り組

む「流域の景観形成」の方向性を会場全体で考える機会とします。

■日時：平成26年10月18日（土）9:30 ～ 17:00

■場所：飯島町文化館 大ホール

■対象：一般市民・住民で自然環境や景観に関心の高い方

行政、設計・施工事業者の川づくり担当者、河川環境研究者

■主催：特定非営利活動法人天竜川ゆめ会議

■共催：（予定）

飯島町／飯島町教育委員会／長野県／長野県治水砂防協会

／（一社）長野県建設業協会／（一社）長野県測量設計業協会

／（一社）長野県南部防災対策協議会／（一社）南信防災情報協議会

／（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部長野地域委員会

※この事業は、「地域発長野県元気づくり支援金」の助成を受けて運営しています。



一部予定、敬称略

　■お申込み ※ファクシミリで、下記内容を事務局までお申込下さい。

大　人　　　　　名 × 3,000円 = 円

未成年　　　　　名 × 1,000円 = 円 合計　　　　　　　　　　円

　■プログラム概要

連絡先　※代表者名

〒

懇親会参加者

TEL　　　　　　　　　　  E-mail 

　参加者氏名　※複数記入可

所属団体・会社名

平成26年10月18日（土） 飯島文化館 大ホール 定員500名（先着順）

9:00 《開 場》 受付開始

9:30 ～《開会の辞》 飯島町長 高坂 宗昭

9:40 ～《主催者挨拶・趣旨説明》 NPO法人天竜川ゆめ会議 副代表理事 吉川 篤

9:50 ～ バス乗車

10:00 ～《エクスカーション》 出発

10:15 駒ヶ根市太田切床固工群 天竜川上流河川事務所工務課長説明

10:50 古城公園 宮田村役場建設水道課長説明

11:30 中川村坂戸峡 中川村役場建設水道課長説明

12:10 ～《昼食》 各自

13:00 ～《河川管理者の報告》「遠山川の景観形成に向けた取り組み」

長野県建設部 下伊那南部建設事務所

13:20 ～《基調講演1》「天竜川らしい景観とは」佐々木 葉（早稲田大学教授）

14:00 ～《基調講演2》「川づくりから見た河川景観」 島谷 幸宏（九州大学教授）

14:40 ～《休憩》

14:50 ～《討論》「河川景観のつくり方」

コーディネーター 百武ひろ子（NPO法人合意形成マネジメント協会理事長）

パネラー 島谷 幸宏（九州大学教授）

佐々木 葉（早稲田大学教授）

宮本 善和（柳瀬川流域ネットワーク世話人代表）

中島 一郎（天竜川上流河川事務所 副所長）

（未 定）（長野県建設部）

福澤 浩 （ＮＰＯ法人天竜川ゆめ会議 代表理事）

16:15 ～《表彰》私の大好きな水辺の風景写真コンテスト

飯田市長賞、伊那市長賞、駒ヶ根市長賞、飯島町長賞、中川村長賞、

宮田村長賞、カメラのキタムラ賞、他

16:35 ～《総評・総括》天竜川上流河川事務所所長 中谷 洋明

16:50 ～《謝辞・閉会の辞》 NPO法人天竜川ゆめ会議 代表理事 福澤 浩

17:00 ～ 閉会

17:30 ～ 懇親会受付

18:00 ～ 懇親会開会（駒ヶ根駅前 アルパ３Ｆ）

【お問合せ】

特定非営利活動法人天竜川ゆめ会議 ファクシミリ 0265-83-7745 駒ヶ根市赤穂14616-67

■当研修会は、施工管理技士会CPDS、測量系・設計系CPDの認定を受けています。


